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野蒜復興新聞 

野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
か
ら
の
自
主
防
災
組
織
や

一
般
参
加
者
、
市
の
関
係
ス

タ
ッ
フ
な
ど
を
合
わ
せ
、
約
１

７
０
名
が
訓
練
に
参
加
し
、
Ａ

Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

の
使
用
訓
練
や
、
消
火
訓
練
も

行
わ
れ
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

も
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
様
子
で
し
た
。 

東
松
島
市
総
合
防
災
訓
練 

１
７
０
名
参
加 

 

▶ 

避
難
所
と
な
っ
た
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー
内
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

６
月

18
日(

日)

、
平
成

29

年
度
東
松
島
市
総
合
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
、
野
蒜
市
民
セ
ン

タ
ー
は
、
野
蒜
ケ
丘
一
丁
目
、

二
丁
目
、
亀
岡
地
区
の
住
民
の

方
々
の
避
難
所
と
し
て
開
設
さ

れ 

れ
ま
し
た
。 

  

当
日
は
、
午
前
９
時
の
地
震

発
生
を
想
定
し
、
午
前
９
時
３

分
に
大
津
波
警
報
発
表
、
避
難

開
始
と
い
う
流
れ
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 
日ごろから 

家族で話し合っ

ておこうね。 

野蒜まちづくり協議会 
イメージキャラクター 

マッくん 

野
蒜
地
域
の
避
難
場
所 

※
平
成
29
年
６
月
現
在 

 <

地
域
避
難
所>

 

・
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー 

・
宮
野
森
小
学
校 

 <

地
区
避
難
所>

 

・
浅
井
地
区
セ
ン
タ
ー 

・
中
下
地
区
セ
ン
タ
ー 

 <

一
時
避
難
所(

大
塚
地
区)

> 

・
八
木
健
一
宅
付
近 

め
ん
ど
り
坂 

・
五
十
鈴
神
社 

・
鏡
神
社 

・
大
東
高
台 

野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

役

員

会 

６
月
22
日(

木)

、
平
成
29

年
度
第
３
回
野
蒜
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

事
務
局
か
ら
、
今
年
度
の
お

祭
り
に
つ
い
て
、
野
蒜
ケ
丘
の

誕
生
、
街
並
み
景
観
の
完
成
を

関
係
者
ほ
か
野
蒜
地
域
全
体
で

祝
い
、
共
に
喜
び
分
か
ち
合
う

記
念
行
事
と
し
て
祝
賀
ム
ー
ド

を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し

た
お
祭
り
を
計
画
し
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
日
時

は
10
月
15
日(

日)

の
午
前
９

時

30
分
か
ら
午
後
２
時
頃
を

予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。 本

趣
旨
、
日
程
な
ど
に
つ
い

て
今
回
の
役
員
会
で
承
認
さ
れ

た
た
め
、
今
後
、
実
行
委
員
会

が
組
織
さ
れ
、
詳
し
い
内
容
等

が
検
討
さ
れ
て
い
く
見
通
し
で

す
。 

▶ 

６
月
22
日(

木)

役
員
会
の
様
子 

 



 

帯
の
う
ち
68
世
帯
の
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

今
後
の
地
区
自
治
会
設
立
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

本
総
会
で
承
認
さ
れ
た
地
区
自

治
会
の
地
区
割
り
に
つ
い
て
、

周
辺
地
区
自
治
会
等
と
調
整
を

行
い
、
９
月
の
地
区
自
治
会
設

立
に
向
け
た
動
き
を
活
発
化
し

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

班
の
グ
ル
ー
プ
分
け
、
回
覧
板

の
回
覧
範
囲
、
組
織
編
成
・
規

約
の
検
討
、
自
治
会
役
員
の
選

任
、
年
間
活
動
計
画
と
予
算

案
、
自
治
会
総
会
の
日
程
や
議

案
、
防
災
計
画
の
検
討
や
自
主

防
災
組
織
に
つ
い
て
協
議
が
進

め
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。 

  

ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
、
住

所
変
更(

換
地
処
分)

の
実
施
時

期
は
７
月
８
日
予
定
、
10
日

か
ら
手
続
き
開
始
と
し
て
い
る

こ
と
の
報
告
や
、
工
事
進
捗
状

況
、
大
型
車
両
の
駐
車
場
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

６
月
４
日(

日)

、
平
成
29
年

度
野
蒜
北
部
丘
陵
振
興
協
議
会

総
会
が
小
野
市
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
28
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
収
支
決
算
と
、
平
成
29
年
度

事
業
計
画
案
お
よ
び
収
支
予
算

案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
報
告

が 

が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

  

そ
の
後
、
野
蒜
ケ
丘
の
地
区

自
治
会
の
地
区
割
り
に
つ
い
て

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

議
案
に
対
す
る
資
金
面
の
懸

念
や
防
災
の
側
面
、
地
区
自
治

会
運
営
、
高
齢
化
へ
の
対
応
の

可
否
な
ど
、
賛
成
や
反
対
の
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
多
数
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。 

資
金
面
で
は
地
区
割
り
に
よ

る
交
付
金
の
算
定
が
担
当
課
か

ら
示
さ
れ
、
会
員
か
ら
は
災
害

時
の
避
難
に
よ
る
考
え
が
話
さ

れ
ま
し
た
。
他
に
、
市
側
か
ら

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を

進
め
る
た
め
の
枠
組
み
に
つ
い

て
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
、
会
長

か
ら
は
県
の
補
助
金
や
地
区
自

治
会
の
規
模
に
関
し
て
話
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
野
蒜
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
長
か
ら
は
野
蒜

地
域
全
体
の
観
点
か
ら
組
織
運

営
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
提

言
が
あ
り
ま
し
た
。 

議
案
は
最
終
的
に
挙
手
に
よ

る
採
決
が
執
ら
れ
、
１
０
８
世

帯
の
う
ち
68 

議
案
は
最
終
的
に
挙
手
に
よ

る
採
決
が
執
ら
れ
、
１
０
８
世

帯
の
う
ち
６
８
世
帯
の
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

今
後
の
地
区
自
治
会
設
立
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

本
総
会
で
承
認
さ
れ
た
地
区
自

治
会
の
地
区
割
り
に
つ
い
て
、

周
辺
地
区
自
治
会
等
と
調
整
を

行
い
、
９
月
の
地
区
自
治
会
設

立
に
向
け
た
動
き
を
活
発
化
し

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

班
の
グ
ル
ー
プ
分
け
、
回
覧
板

の
回
覧
範
囲
、
組
織
編
成
・
規

約
の
検
討
、
自
治
会
役
員
の
選

任
、
年
間
活
動
計
画
と
予
算

案
、
自
治
会
総
会
の
日
程
や
議

案
、
防
災
計
画
の
検
討
や
自
主

防
災
組
織
に
つ
い
て
協
議
が
進

め
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。 

  

ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
、
住

所
変
更(

換
地
処
分)

の
実
施
時

期
に
つ
い
て
、
７
月
上
旬
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
の
報
告
や
、

工
事
進
捗
状
況
、
大
型
車
両
の

駐
車
場
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

６
月

10
日(

土)

、
野
蒜
ケ

丘
の
災
害
公
営
住
宅
に
申
込
み

を
さ
れ
て
い
る
方
々
を
対
象
と

し
た
住
宅
見
学
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
中
は
三
丁
目
の

戸
建
住
宅
、
午
後
か
ら
は
一
丁

目
の
低
層
集
合
住
宅
を
見
学
場

所
と
し
、
全
体
で
１
４
６
世
帯

対
象
の
う
ち
１
０
９
世
帯
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
「
こ

こ
に
食
器
棚
を
置
き
た
い
。
」

「
ベ
ッ
ド
を
ど
の
よ
う
に
し
て

置
こ
う
か
な
。
」
「
意
外
に
も
置

く
場
所
は
あ
る
な
。
」
な
ど
、

新
生
活
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

見
学
し
て
い
た
様
子
で
し
た
。 

６
月

30
日(

金)

に
は
、
６

月
入
居
者
に
鍵
の
引
き
渡
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
８
月
末
に
も

鍵
の
引
き
渡
し
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
全
て
の
公
営
住
宅
で
新

生
活
が
始
ま
り
ま
す
。 

▶ 

担
当
者
か
ら
住
宅
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。 

平

成

29

年

度

総

会

開

催 

１
０
８
世

帯

が
参

加 
野 蒜 北 部 丘 陵 振 興 協 議 会 

災
害
公
営
住
宅
見
学
会 

▲渥美市長をはじめ多くの来賓の方々と、住民の方々の出席がありました。 

◀ 

齊
藤
会
長
か
ら
の
挨
拶 

▲総会で承認された地区自治会の地区割り 


